看護学士課程2年次生の自己教育力と看護実践能力との関連 by 服部 紀子 et al.
Nursing students’ self-educational ability and nursing competence 










  中村 博文
2）
  林 さとみ
3）
  金嶋 祐加
１）
 




  廣瀬 幸美
１）
  渡部 節子
１）
  叶谷 由佳
１）
 
Midori Tsukagoshi   Yukimi Hirose     Setsuko Watabe    Yuka Kanoya 
 
キーワード：看護学士課程、看護学生、自己教育力、看護実践能力 














The purpose of this study was to examine the relationship between self-educational ability and nursing competence 
among the sophomore nursing students in order for the intimation to foster nursing competence. 
This non-experimental study included 87 sophomore nursing students enrolled in the baccalaureate program of A 
university after obtaining their voluntary informed consent. At the end of their 2nd academic year, their self-reported 
measurements of 203 items of the nursing competence scale and the self-educational ability scale were used for this study.  
The mean score of the self-educational ability scale was 61.4±5.3 and the association of nursing competence was found 
with two factors, such as the ability to provide care for individuals with acute health problems and those in their recovery 
process and the fundamental ability to develop nursing care based on social trends. The results indicated that the students 
with the higher score of self-educational ability were more likely to respond that they performed the advanced level of 
nursing competence.  
Accordingly, it could be concluded that promotion of self-educational ability begun from the lower grades of the academic 
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1）看護の対象となる人々の尊厳と権利を擁護する能力 （7 項目）     
・守秘義務について理解し、遵守できる。 35 44.9 20 25.6 5 6.4 60 76.9 17 21.8 0 0.0 1 1.3 
・看護の対象となる人々の権利を尊重し、その擁護に向けた行動をとることができる。 21 26.9 20 25.6 15 19.2 56 71.8 22 28.2 0 0.0 0 0
・多様な価値観や人生観を有している人々を尊重する行動をとることができる。 25 32.1 16 20.5 13 16.7 54 69.2 21 26.9 3 3.8 0 0
・看護職の倫理規定や看護実践に関わる倫理の原則を理解し、遵守できる。 20 25.6 17 21.8 16 20.5 53 67.9 24 30.8 1 1.3 0 0
・患者の権利、プライバシーや情報の保護に配慮した看護の在り方を説明できる。 20 25.6 19 24.4 10 12.8 49 62.8 28 35.9 1 1.3 0 0
・基本的人権の尊重、患者の権利及び権利擁護について説明できる。 19 24.4 15 19.2 14 17.9 48 61.5 30 38.5 0 0.0 0 0
・看護行為によって看護の対象となる人々の生命を脅かす危険性があることを説明できる。 24 30.8 15 19.2 9 11.5 48 61.5 30 38.5 0 0.0 0 0
2）実施する看護について説明し同意を得る能力 （6 項目）                 
・相手の理解力にあわせた説明をすることができる。 24 30.8 21 26.9 15 19.2 60 76.9 16 20.5 1 1.3 1 1.3
・実施する看護について指導の下で説明し、同意を得ることができる。 14 17.9 21 26.9 17 21.8 52 66.7 22 28.2 2 2.6 2 2.6
・インフォームド・コンセント、セカンド・オピニオンについて説明できる。 26 33.3 12 15.4 13 16.7 51 65.4 26 33.3 0 0 1 1.3
・看護の対象となる人々の意思決定を指導のもとで支援することができる。 11 14.1 20 25.6 20 25.6 51 65.4 23 29.5 2 2.6 2 2.6
・実施する看護を説明する方法とその意義について説明できる。 17 21.8 18 23.1 15 19.2 50 64.1 26 33.3 1 1.3 1 1.3
・看護の対象となる人々が意思決定するために必要な情報を提供することができる。 12 15.4 15 19.2 20 25.6 47 60.3 28 35.9 2 2.6 1 1.3
3）援助的関係を形成する能力 （2 項目）                 
・看護の対象となる人々と適切な援助的コミュニケーションをとることができる。 17 21.8 22 28.2 15 19.2 54 69.2 18 23.1 2 2.6 4 5.1

























4）根拠に基づいた看護を提供する能力 （3 項目）                 
・根拠に基づいた看護を提供するための情報を探索し、活用できる。 25 32.1 25 32.1 11 14.1 61 78.2 16 20.5 0 0 1 1.3
・看護に必要な根拠を探索し、看護実践に活用できる。 17 21.8 24 30.8 15 19.2 56 71.8 18 23.1 2 2.6 2 2.6
・根拠に基づいた看護を提供することの必要性を説明できる。 22 28.2 18 23.1 13 16.7 53 67.9 24 30.8 1 1.3 0 0
5）計画的に看護を実践する能力 （7 項目）                 
・看護過程について理解し、実践に活用できる。 13 16.7 35 44.9 18 23.1 66 84.6 12 15.4 0 0 0 0
・必要な情報を探索し、看護活動に活用できる。 21 26.9 27 34.6 17 21.8 65 83.3 11 14.1 1 1.3 1 1.3
・看護の対象となる人々に必要なケアを計画し、指導のもとで実施できる。 12 15.4 35 44.9 18 23.1 65 83.3 12 15.4 1 1.3 0 0
・看護提供の方法を考案し、その中から適切な方法を選択できる。 10 12.8 35 44.9 18 23.1 63 80.8 13 16.7 1 1.3 1 1.3
・実施した看護実践を評価することができる。 18 23.1 29 37.2 15 19.2 62 79.5 15 19.2 1 1.3 0 0
・看護記録の目的と法的意義について説明できる。 15 19.2 21 26.9 14 17.9 50 64.1 26 33.3 2 2.6 0 0
・看護の対象となる人々が直面している課題を問題解決的思考で捉え説明できる。 12 15.4 19 24.4 18 23.1 49 62.8 27 34.6 1 1.3 1 1.3
6）健康レベルを成長発達に応じて査定する能力 （2 項目） 
・生活と健康障害の関連、疾病・障害が生活に及ぼす影響について説明できる。 12 15.4 19 24.4 17 21.8 48 61.5 28 35.9 1 1.3 1 1.3
・フィジカル・アセスメントの方法について説明できる。 7 9.0 21 26.9 20 25.6 48 61.5 28 35.9 1 1.3 1 1.3
9）看護援助技術を適切に実施する能力 （9 項目）                 
・呼吸・循環を整える基本技術を理解し、指導のもとで実施できる。 6 7.7 17 21.8 35 44.9 58 74.4 14 17.9 3 3.8 3 3.8
・感染予防の基本技術を理解し、指導のもとで実施できる。 15 19.2 25 32.1 18 23.1 58 74.4 15 19.2 2 2.6 3 3.8
・安楽を援助する基本技術を理解し、指導のもとで実施できる。 2 2.6 17 21.8 25 32.1 44 56.5 24 30.8 7 9.0 3 3.8
・安全・事故防止の基本技術を理解し、指導のもとで実施できる。 13 16.7 27 34.6 16 20.5 56 71.8 15 19.2 4 5.1 3 3.8
・日常生活援助の基本技術（食事、睡眠、排泄、活動、清潔）を理解し実施できる。 11 14.1 23 29.5 20 25.6 54 69.2 16 20.5 4 5.1 4 5.1
・環境整備や環境調整の基本技術を理解し、指導のもとで実施できる。 10 12.8 27 34.6 15 19.2 52 66.7 21 26.9 3 3.8 2 2.6
・救命救急処置の基本技術を理解し、指導のもとで実施できる。 7 9.0 13 16.7 30 38.5 50 64.1 23 29.5 2 2.6 3 3.8
・日常生活行動の拡大や生活習慣の確立に向けた援助の基本技術を理解し、指導のもとで実施できる。 12 15.4 22 28.2 15 19.2 49 62.8 25 32.1 1 1.3 3 3.8
・生活環境を改善するための基本技術を理解し、指導のもとで実施できる。 7 9.0 21 26.9 21 26.9 49 62.8 24 30.8 3 3.8 2 2.6
*「実施できた」割合が 6割以上の項目について割合の高い順に並べた 
**「単独で実施できた」「指導のもと実践できた」「学内演習で実践できた」人数を合計し、項目ごとに割合を算出した 
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3）援助的関係を形成する能力                  
・プロセスレコードなどを活用して、援助的関係を分析できる。 2 2.6 3 3.8 12 15.4 17 21.8  28 35.9 23 29.5 10 12.8
・カウンセリングの基本的な方法について説明できる。 2 2.6 7 9.0 12 15.4 21 26.9  37 47.4 14 17.9 6 7.7
・援助的関係におけるケアリングの考え方について説明できる。 2 2.6 5 6.4 14 17.9 21 26.9  38 48.7 13 16.7 6 7.7
・リーダーシップの考え方について説明できる。 6 7.7 6 7.7 12 15.4 24 30.8  36 46.2 13 16.7 5 6.4
・援助的関係形成の過程を理解し、援助的関係を形成できる。 4 5.1 11 14.1 14 17.9 29 37.2  37 47.4 7 9.0 5 6.4
























4）根拠に基づいた看護を提供する能力                   
・基本的な看護研究方法について説明できる。 5 6.4 1 1.3 9 11.5 15 19.2  44 56.4 14 17.9 5 6.4
5）計画的に看護を実践する能力                   
・看護の現象を批判的思考、倫理的思考を活用して捉え説明できる。 9 11.5 7 9.0 15 19.2 31 39.7  39 50.0 7 9.0 1 1.3
6）健康レベルを成長発達に応じて査定する能力 
・社会資源を査定する方法について説明できる。 3 3.8 4 5.1 15 19.2 22 28.2  46 59.0 7 9.0 3 3.8
・環境の査定の方法について説明できる。 3 3.8 3 3.8 17 21.8 23 29.5  45 57.7 7 9.0 3 3.8
・看護の対象となる人々の成長発達を踏まえて、指導のもとでフィジ
カル・アセスメント、心理社会的査定、環境の査定ができる。 
4 5.1 5 6.4 14 17.9 23 29.5  47 60.3 4 5.1 4 5.1
・心理社会的アセスメントの方法について説明できる。 5 6.4 8 10.3 11 14.1 24 30.8  48 61.5 5 6.4 1 1.3
・精神の機能・認知・感情の査定の方法について説明できる。 4 5.1 10 12.8 17 21.8 31 39.7  42 53.8 4 5.1 1 1.3
7）個人と家族の生活を査定する能力                   
・学校生活、職業生活、社会生活を査定する方法について説明できる。 4 5.1 7 9.0 15 19.2 26 33.3  44 56.4 7 9.0 1 1.3
８）地域の特性と健康課題を査定（Assessment）する能力 
・学校の特性や健康課題を把握する方法について説明できる。 3 3.8 4 5.1 19 24.4 26 33.3  44 56.4 6 7.7 2 2.6























表 3 自己教育力尺度回答の割合 n = 78 
 
  
項  目  
はい いいえ 












自分がやりはじめたことは，最後までやり遂げたい 72 （92.3） 6 （7.7）
自分の能力を最大限にのばすよう，いろいろ努力したい 71 （91.0） 7 （9.0）
これからもよい仕事をし，多くの人に認められたい 67 （85.9） 11 （14.1）
これから専門的な資格や学位などを取りたい 67 （85.9） 11 （14.1）
たとえ認められなくても，自分の目標に向かって努力したい 63 （80.8） 15 （19.2）
ぼんやりと何も考えずに過ごしてしまうことが多い＊ 59 （75.6） 19 （24.4）
将来，他の人から尊敬される人間になりたい 57 （73.1） 21 （26.9）
自分でなければやれないことをやってみたい 53 （67.9） 25 （32.1）
一体何のために勉強するのだろうか，といやになることがある＊ 52 （66.7） 26 （33.3）












他の人から欠点を指摘されると，自分でも考えてみようとする。 78 （100.0） 0 （0.0）
自分の良いところと悪いところがよくわかっている 71 （91.0） 7 （9.0）
腹がたってもひどいことを言ったりしないように注意している 68 （87.3） 10 （12.8）
疲れているときには，何もしたくない＊ 68 （87.2） 10 （12.8）
自分のよくないところを自分で考え直すよう，いつも心がけている 65 （83.3） 13 （16.7）
テレビを見てしまって，勉強がやれないことが多い＊ 50 （64.1） 28 （35.9）
いやになった時でも，もうちょっとだけ，もうちょっとだけと，頑張ろうとする 47 （60.3） 31 （39.7）
できるだけ自分をおさえて，他の人と合わせようとしている 40 （51.3） 38 （48.7）
ちょっといやなことがあると，すぐ不機嫌になる＊ 33 （42.3） 45 （57.7）











考えを深めたり，ひろげたりするのに話し合いや討議することを大切にしている 56 （71.8） 22 （28.2）
自分の調べたいことについて文献検索していくことができる 55 （70.5） 23 （29.5）
取り組みたいことによって，それにあった学習方法や手続きを調べる 52 （66.7） 26 （33.3）
わからないことがあると，すぐ人に聞く傾向がある 45 （57.7） 33 （42.3）
自己評価するときには，自分の目標に照らして行っている 43 （55.1） 35 （44.9）
考えていることを筋道を立てて書いたり，伝えたりできる 41 （52.6） 37 （47.4）
自分の調べたいことがある時に図書館を利用している 39 （50.0） 39 （50.0）
たとえ話をもちいて人にわかりやすく，説明することが苦手である＊ 38 （48.7） 40 （51.3）
他の人の話を聞いたり本を読むとき，内容を振り返りまとめてみる習慣がある 29 （37.2） 49 （62.8）














今のままの自分ではいけないと思うことがある＊ 76 （97.4） ２ （2.6）
ときどき，自分自身がいやになる＊ 71 （91.0） 7 （9.0）
自分のことを恥ずかしいと思うことがある＊ 68 （87.2） 10 （12.8）
今の自分が幸せだと思う 64 （82.1） 14 （17.9）
自分にもいろいろ，とりえがあると思う 50 （64.1） 28 （35.9）
生まれ変わるとしたなら，やはり今の自分に生まれたい 37 （47.4） 41 （52.6）
他の人にばかにされるのは，がまん出来ない 34 （43.6） 44 （56.4）
今の自分に満足している 30 （38.5） 48 （61.5）
自分のやることに自信を持っている方だと思う 23 （29.5） 55 （70.5）
何をやってもだめだと思う＊ 23 （29.5） 55 （70.5）
＊逆転項目 
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成 す る た め に は 、 学 内 演 習 の 教 育 を 強 化 し 、

















































表 4 自己教育力尺度得点と看護実践能力との相関関係 













Spearman相関分析   有意確率 **p<0.01   *p<0.05 
 
看護学生の自己教育力と看護実践能力 
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